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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幼小接続期カリキュラムの作成の手がかりにするために、校園の目指す子どもの姿を把握したいと思います。




１　下記は、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の一例を書き出したものです。子どもの姿を踏まえて小学校以降の成長を意識したときに、幼児教育や小学校教育においてより大切にしたいこと、また、深めたいとお考えのものはどのようなことと考えておられますか。次の項目から当てはまる数字を○で囲んでください（複数あっても結構です）。
	(１)
	いろいろな活動の中で、十分に体を動かす

	(２)
	様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む

	(３)
	見通しをもって行動する

	(４)
	自分でできることは自分でする

	(５)
	いろいろな活動をやり遂げようとする

	(６)
	数量や図形、簡単な標識や文字などに関心をもつ

	(７)
	文字などを読んだり、書いたりする

	(８)
	絵本や物語などに親しむ

	(９)
	友達や教師の話を最後まで聞く

	(10)
	自分の考えなどを言葉で伝え合う

	(11)
	友達と共通の目的を見いだし、工夫したり、協力したりする

	(12)
	身近な動植物に親しみ、大切にする

	(13)
	身近な事象に興味をもち、考えたり、試したりして工夫する

	(14)
	地域の方と触れ合い、地域に親しみをもつ

	(15)
	情報を伝え合ったり、活用したりする

	(16)
	いろいろな素材に親しみ、表現する

	(17)
	きまりの大切さに気づき、守ろうとする

	(18)
	その他　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)



２　設問１でお答えいただいた姿を育むために、幼児教育および小学校教育においてどのような指導の工夫や手立てが考えられるか、お書きください。
	





